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市場の比較

¥3B

立ち上げる機会

対象となる市場

¥2B

発明する自由

サービスを提供できる市場

20XX ピッチ デッキ 2

川本町
人口2,915人
高齢化率45.1％（2025年3月)

2011年社会医療法人認可 －

60年以上 君谷診療所〔へき地診療所〕医師派遣

へき地医療分野における社医）認可－全国16番目

全国365社医）のうち全国最少人口自治体に立地

強化型在支病と超強化型老健他で超長寿者日本一支援

美郷町立君谷診療所(へき地診療所への医師派遣）

特定施設入居者生活介護

在宅療養支援センター 芋畑集会所
田窪集会所

井田まちづくりセンター

無医地区巡回診療

福浦生活改善センター

そじき集会所

中国太郎 江の川

島根のおへそ

志学健康センター

公益医療事業を担う
社会医療法人仁寿会

地域総合ヘルスケアステーション
かわもと＆おおだ
職員数242名

美郷



会社概要

人口 2-5万人4-6千人

5500人 27500人

病院

国土交通白書 2015

人口規模とサービス施設の存在ー病院存在確率50-80％の人口規模とは

175000人 275000人

救命センター
37500人17500人

救急告示病院

強化型在支病
地ケア55床

在復強療養26床

加藤病院
人口3000人

「医療の永続性への挑戦」
病院は存在し続けることができるのか



優ジロウ
全国

ホワイト企業
ランキングTOP100

2023年2月版

https://shem.or.jp/top100

8 社会医療法人仁寿会



うま年
島根

日本最古 鷲原八幡宮流鏑馬場
流鏑馬神事

令和7年度奉行丸山島根県知事



社会医療法人仁寿会史

1932
川本病院
継承

1965
医療法人
仁寿会設立
改組

1937
忠造
呉淞鎮
野戦病院
出征

1972
浸水被害
47豪雨
大水害

1990
老健仁寿苑
開設



1932
川本病院開設

加藤忠造、叔父山根から
病院を継承し開設



1937
日中戦争
軍医加藤忠造、
野戦病院へ出征

呉淞鎮（現中国上海近郊）
野戦病院



1965
医療法人 仁寿会

設立改組

美郷町君谷診療所への

医師派遣開始



1972
浸水被害

47豪雨
大水害



AUPHA
現日本医療法人協会

会長
伊藤伸一先生American University Program of 

Healthcare Administration ”

「全米大学医療経営プログラムを
系統的に学び実務へ活かせ」
小林文慶先生/池上直己慶応大学教授

/河北博文前日本医療機能評価機構理事長



社会医療法人仁寿会史

1995
法人

経営危機

2005
病院機能
評価認定

2004
認知症予防
と食事栄養
科研費研究

2007
日本版

WWAMI

2009
RIPEP
開発



1995年
-経営危機、融資から芽生えるホーソン効果
再起にかける職員の心の支え；町/町民の皆様の支援

・職員数：  56名
・前年の経常利益：△  8,196/年
（単位；万円）

・借入金 12億円
・債務超過 5億円

☆町の人口5500人

1995.12.20 山陰中央新報

人口規模
病院存在確率50%以下への

挑戦



PTCJからJPTEC創設へ従事
病院前外傷初療標準化プログラムの開発

2000年

日本救急医療学会前会長
益子先生 川本へ



*p<0.05:遵守群 vs. 非介入群 †p<0.05:遵守群 vs. 非遵守群

アルツハイマー病患者さんに栄養介入し、遵守できれば、MMSEは2年間維持できる

遵守群(n=27)
非遵守群(n=37)
非介入群 (n=91)
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遵守が最も大切
開始時のMMSEが
24-27, 20-23, 10-19すべてで同じ

厚生労働科学研究補助金（痴呆・骨折臨床研究事業）
｢痴呆の予防・治療と食事栄養」 植木班(2004-2005年度)への参加
自治医科大学医学部神経内科教授 植木彰 先生データ

１．魚を週７回、
１回70‐80グラム（缶詰でも）

２．緑黄色野菜350グラム1日2回
（野菜ジュースでも）

３．果物を1日1回
４．1日1.5リットルの水分
５．カロリーは摂り過ぎない

2004年

認知症予防と食事栄養
研究への取り組み



厚生労働科学研究補助金（痴呆・骨折臨床研究事業）
｢痴呆の予防・治療と食事栄養」 植木班（2004-2005年度）
島根大学：橋本道男先生、島根県立大学短期大学部：山下一也先生、加藤病院：加藤節司

塩津地区

三原地区

PlasmaDHA(mg/L) n-6/n-3

塩津(72.3歳） 248 2.99
(出雲市 182 3.90)
三原(74.5歳） 200 3.85

2004年8月 及び 2005年8月（約150名）の2回

島根県での［認知症と食事栄養」に関する疫学調査

ｎ-3系、

ω3(オメガ3)；
DHA
EPA
αリノレン酸

ｎ-６系、
ω６(オメガ6)；
AAｱﾗｷﾄﾞﾝ酸
べにばな油
マーガリン

川本



     

改善群(2-6点増加)29 不変群(1点以内)48 悪化群(2-6点減少)19

摂取重量 g 2990.8±679.2 2913.4±694.9 2609.8±825.3

エネルギー  kcal 2149.1±633.0 2009.4±505.9 1846.7±462.5

 蛋白質 g 86.6±48.4** 72.4±19.5 74.6±19.7**

脂質 g 53.9±26.6 49.7±19.0 42.3±19.5

炭水化物 g 304.1±67.0 291.4±65.8 283.3±66.3

カルシウム mg 622.9±195.7 610.9±234.4 519.5±223.9

脂肪酸 g 45.9±22.4 42.1±16.2 36.0±16.4

ＳＦＡ g 14.6±7.0 14.1±6.5 12.7±6.9

ＭＵＦＡ g 18.1±9.5 16.4±6.7 13.9±6.2

ω-3系脂肪酸 g 3.8±2.9** 2.9±1.2 2.2±1.1**

n-6系脂肪酸 g 10.6±4.8 9.9±3.7 8.4±3.7

コレステロール mg 374.5±247.7 321.2±142.4 272.5±162.9

**p<0.01

川本町住民の一年後の長谷川式スコア改善群と悪化群では、
ω-3系脂肪酸の摂りようが違う

厚生労働科学研究補助金（痴呆・骨折臨床研究事業）
｢痴呆の予防・治療と食事栄養」 植木班（2004-2005年度）
島根大学：橋本道男、島根県立大学短期大学部：山下一也、加藤病院：加藤節司



DHAで認知症は予防できるのか？
-DHA強化食品(リサーラ ：現UMIOS)によるヒト介入試験

・吸収が良い

・魚のソーセージは酸化を抑える

・５０年以上の歴史がある

・DHA特有の魚の臭いを抑えられる

・中性脂肪を低下できる

・常温保存できる

・３ヶ月の賞味期間

・手軽に継続できる

(調理の影響を受けにくい）

・厚労省特定保健食品

川本地域在住高齢者、1.7g DHA＋0.4g EPA/day、2年間

2008年9月3日 山陰中央新報

人気サプリのn-3系（ω３）含有量
DHA&EPA EX(5粒)
DHA+EPA 約670mg
イマークＳ(1本)
DHA:260mg EPA:600mg
DHA+EPA 660mg
DHA+EPAセサミン(4粒)
DHA約300mg EPA約100mg
DHA+EPA 400mg

http://www.curictus.com/ranking/ni/

（DHAEPAサプリランキング）

2008年

http://www.curictus.com/ranking/ni/


DHAは認知機能の改善に寄与できる、しかも栄養状態が良ければより良い

橋本 道男；生活習慣と認知症 : 食事と運動による認知症予防Dementia Japan Vol. 29 No. 1 January 2015

オメガ3系脂肪酸の
「機能性」可能性！



オメガ3、川本には「 『畑の青魚』ことエゴマ(えごま)」がある
ー他の食用油とは全く異なるオメガ3優位の脂肪酸組成

www.qcteach.org/1_science/lessons.../cell-presentation.ppt -

0% 20% 40% 60% 80% 100%

紫蘇油（エゴマ油）

紅花油

ひまわり油

コーン油

大豆油

ゴマ油

米油

ピーナッツ油

菜種油（カノーラ）

高オレイン酸紅花油

オリーブ油

：飽和脂肪酸 ：オレイン酸 ：リノール酸 ：α - リノレン酸
オメガ6

オメガ3

金城学院大学薬学部 奥山治美先生



１）食形態の欧米化に伴う魚消費の減少。
特に若・中年世代で、魚油の主成分であるEPAや
DHAであるn-3系脂肪酸摂取の減少

２） n-3系脂肪酸摂取不足により、心・血管性
疾患や神経疾患の増加が危惧されている

３）魚消費が低迷する原因の代表的なこととして、
魚臭、調理の煩雑さ

４）代替食品によるn-3脂肪酸の補充の必要性

そう、「畑の青魚川本のエゴマ」！



22川本町 えごま葉

α-リノレン酸 ⇒ エイコサペンタエン酸 ⇒ ドコサヘキサエン酸

EPA、20：5n-3 DHA、22:6n-3

臨床適応の可能性としての“機能性”
1. 循環器疾患の予防：動脈硬化の抑制、
不整脈の抑制、心筋梗塞の抑制
2. 抗血栓性：血栓症の予防
3. 代謝：高脂血症(中性脂肪低下)治療、
免疫調整作用
4. アレルギー：アトピー、気管支喘息、乾癬、
炎症性腸疾患
5．癌：発癌抑制作用、制癌作用）
6. 脳疾患：アルツハイマー病の予防・治療、
視力低下抑制

加藤節司、橋本ら、オメガ3系脂肪酸の健康増進効果と介護食品への期待、Bioindustry 2016

α-リノレン酸 ⇒ エイコサペンタエン酸 ⇒

EPA、20：5n-3エゴマ油

ω-3系脂肪酸



エゴマ

栽培
収穫

食品加工
乾燥・粉砕

県内・県外の販社
原料供給・OEM・製品

産学官連携
島根えごま振興会

2009年
情報交換・研究開発・販売支援

品種
栽培方法実証試験

加工

試作

販売支援

川本町 出雲市

奥出雲町 県内各地

健康なまちづくり 中山間地活性化
農業参入・雇用確保

機能性研究
島根大学

島根県産業技術センター

学術顧問

しまね産業振興財団・専門アドバイザー 山崎幸一先生から提供 改変

しまね発エゴマ食品 全国展開



「えごま玉子」
島根大学「萌芽研究部門」研究プロジェクト

https://asahiegg.co.jp/

2009年



BENEFICIAL EFFECTS OF DAILY SUPPLEMENTATION OF PERILLA LEAF POWDER DRIED BY 
MICROWAVE UNDER REDUCED PRESSURE IN HEALTHY JAPANESE PEOPLE

2012年 国際機能性食品学会(ISNFF)

Kailua-Kona,Hawaii,U.S.A.,

このパウダーは、加齢による酸化ストレスの増加を軽減する可能性が示唆された



エゴマ油（食）

2015年
エゴマ油摂取と七田式脳トレによる高齢者認知症予防効果の検証

七田式脳トレ

この方法は、認知症予防効果がある
可能性が示唆された。

ー島根式認知症予防法のビジネスパッケージ化ー
経済産業省 2015年度健康寿命延伸産業創出推進事業

+



島根大学
環境生理学：橋本道男、片倉賢紀、紫藤 治
地域医療学：加藤節司
神経内科学：小黒浩明、山口修平
健康スポーツ科学：木原勇夫
総合科学研究支援センター：田邊洋子

2016年

「栄養と有酸素運動による認
知症予防・改善効果の検討-

ヒト介入試験」

島根大学「萌芽研究部門」研究プロジェクト

Geriatric Gerontol. Int.2017 
Feb;17(2):330-337.



対象者および方法）
島根県内の高齢者向け居住系施設等の入居者5施設81名を、プラセボ群、DHA食品群、（運動＋プラセボ）群、（運動＋DHA食品）群

の4群に分け比較検討する。栄養介入はDHA強化ソーセージ（DHA目標摂取量1700mg/日）、運動介入は15～30分/回、3回/週）。

2016年
生活習慣、特に食事栄養と運動との併用による認知症予防・改善効果
や認知症介護従事者の介護負担軽減効果はあるのか？

DHA強化ソーセージ；商品名リサーラ(株）マルハニチロホールディングス

(n) Zarit 1 Zarit 2 Zarit 3 Zarit 4 Zarit 5 Zarit 6 Zarit 7 Zarit 8 Zarit 9 Zarit（総合）

プラセボ群 -0.50 -0.33 -0.08 -0.25 -0.25 0.00 -0.58 -0.25 -0.54 -3.29

24 0.21 0.19 0.23 0.24 0.25 0.25 0.28 0.19 0.17 1.61

DHA食品群 -0.14 -0.31 -0.10 -0.12 -0.10 0.02 -0.02 -0.10 -0.15 -1.02

42 0.17 0.13 0.14 0.14 0.15 0.13 0.15 0.14 0.12 0.84

P = 0.042 Means±SE

DHA群ではJ-ZBI_8の下位尺度 Personal Strain である第７項目;
「介護を誰かに任せてしまいたい」 が改善し、介護負担の軽減が示唆された



社会医療法人仁寿会
認知症対応型グループホーム

あいあいの家

2017年1月10日
NHK WORLD 

MEDICAL FRONTIERS

「Omega-3 for Better Health」

140カ国に配信

NHK BS  

海外向け放送



Placebo：オリーブ油

2018年
エゴマ油摂取は、
平均年齢48歳の

勤労者76名の
メンタルヘルスに好影響を

与えることができるか？

愛知県 （株）太田油脂
日本最大のえごま油生産量

https://www.ota-oil.co.jp/

7 mL/day12ヶ月間

勤労者のエゴマ油摂取は、赤血球膜のα-リノレン酸・EPAを
増加させ、勤労者のうつ指数とやる気指数が改善した。
機序として、ノルアドレナリンとセロトニンバランスが関与してい
る可能性が示唆される。

https://www.mdpi.com/2304-8158/9/4/530



Placebo：キャノーラ油

2019年
エゴマ油摂取は、
平均年齢71歳、

健常高齢者75名の
メンタルヘルスに好影響を

与えることができるか？

愛知県 （株）太田油脂
日本最大のえごま油生産量

https://www.ota-oil.co.jp/

7 mL/day12ヶ月間

https://www.mdpi.com/2304-8158/10/5/1130

Hashimoto M. et al., (2021) Foods 10, 1130

高齢者のエゴマ油摂取は、赤血球膜のα-リノレン酸と体内の
抗酸化力を増やし、前頭葉機能を向上させ、やる気をもたらす
可能性が示唆された。



オーム乳業株式会社
受理番号：G793

少ないDHA量で認知機能に関するヘルスクレームを
謳った機能性表示食品となっている。

2019年 オボエトクDHA牛乳
資料 市瀬嵩志氏提供 不二製油グループ本社（株） 未来創造研所

最終製品を用いた臨床試験結果
＝科学的根拠～



2022年
まいたけで認知症は予防できるのか？
-まいたけによるヒト介入試験



社会医療法人仁寿会史

1995
法人

経営危機

2005
病院機能
評価認定

2004
認知症予防
と食事栄養
科研費研究

2007
日本版

WWAMI

2009
RIPEP
開発



2005年ー病院機能評価認定取得

2005.10.7．中国新聞

1700/8500



2006年ー民の力

2006.3.28．中国新聞

官から民へ



2007年
日本版WWAMI ；島根大学チームとして ハワイ大学研修参加

ーGRADUATES WILL MAINTAIN THEIR PERSONAL HEALTH AND WELL-BEING.
I. Life-Long Learning Skills
Graduates will be life-long learners.

II. The Biological Sciences
Graduates will understand the biological sciences underlying clinical medicine.

III. The Care of Patients
Graduates will be able to care for their patients under the supervision of faculty.

IV. Oral and Written Communication Skills
Graduates will be able to communicate effectively with patients, families and other healthcare providers.

V. Populational and Community Health
Graduates will appreciate the epidemiology of disease and the role of the physician in public health and global 
health issues important to Hawaii and the Asia-Pacific region.

VI. Professionalism
Graduates will be professional and ethical, demonstrate an enthusiasm for medicine, and value honor, integrity, 
altruism, respect, accountability, excellence, scholarship, and leadership while delivering compassionate care to 
their patients.

VII. Personal Health and Well-Being
Graduates will maintain their personal health and well-being.

（http://jabsom.hawaii.edu/JABSOM）ハワイ大学医学部Objectives

自分で健康を維持増
進させる 健康経営へ

連携チームを機能
させる連携医療教育



2008年2月
 “多様性の尊重、人の尊厳について考える臨床実習、その場も多様でありたいね”

ハワイ大学医学部医学教育室教授
Gordon J. Greene 先生来訪

KKV *Community Health Center 院長
David D. Derauf先生

島根大学医学部学生 看護学科大学院生
討論「医学教育」
*KKV:Kokua Kalihi Valley

尊厳保持への
教育



2009年1月 
“田舎でこそ自ら考えるシミュレーショントレーニングを！”

スキルアップセンター
設立へ

メルボルン大学シミュレーション教育専任教官
Jennifer Keast 先生 来訪
仁寿会・川本消防署合同救急演習



2010年3月 
“専門職連携には、Respect,Respect,Respect”

コロラド大学循環器内科教授
Lawrence J. Hergott 先生
来訪
講演「チーム医療」
仁寿会視察

生活の質を向上させる
連携医療教育PGを！



社会医療法人仁寿会史

2012
国

在宅医療
介護連携
拠点事業

2016
ユース
エール

2015
第25回日本
医学看護学
教育学会
第一回いき
いき雇用賞

2017
タスク
シェア
救命士雇用

2011
山陰初
社会医療
法人認可
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専門職連携
医療/教育

健康経営/
働き方改革

モバイルヘル
スケア

社会医療法人仁寿会

2010年代のあゆみ



2011年ー山陰初の社会医療法人（僻地医療分野） 2011.7.27 山陰中央新報

認定理由
◎高公益医療(へき地医療分野)への貢献

40年以上継続している美郷町君谷診療所への医師派遣
◎非営利の徹底

全資本持ち分の放棄・拠出
◎透明性の確保

理事会等同族性の排除

社会の
公器へ
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社会医療法人仁寿会

2010年代のあゆみ

専門職連携医療／教育



東邦大学医学部・島根大学医学部・広島国際大学薬学部医療栄養学部・島根県立大学看護学部 合同臨床実習

2011年～
医・薬・看専門職学生連携教育プログラムの開発と実践

専門職連携医療教育
地方創生のカギ
関係人口づくりへ



2012年 国の在宅医療連携拠点県内唯一指定ー「連携は口から」

在宅医療連携拠点事業成果報告
http://www.ncgg.go.jp/zaitaku1/pdf/renkeikyoten/2013/201303_date/06072213_doc.pdfより改変

平成24年9月13日山陰中央新報

平成24年9月5日中国新聞

中
国
地
方

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

4回/年以上 ○ ○ ○

２回/年以上 ○ ○ ○

１回 ○

1名

1種 □

1ｹｰｽ/月 ○

1回/月 ○ ○ ○ ○ ○ ○

１冊 ○

１つ ○

１冊 ○

１回/年 ○

１名/日 □

□

1回/月 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1つ ○

1回/2月 ○ ○ ○ ○

3回/年 ○ ○

1回 ○

２回 ○ ○ ○

２回 □

20名 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10名 ○

6名 ○ ○

2名 ○

7名 ○

5名 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各1回/年 ○ ○ ○ ○ ○小・中・高校生医療体験

5.在宅医療に

従事する人材

育成

（将来の人財）

島根大学医学部地域医療臨床実習（5・6年生）

島根県地域医療実習（医学部１～４年生）

医学部薬学部合同臨床実習

島根県立大学出雲キャンパス看護学科基礎看護特論看護実践研修

三専門職学生合同カンファレンス

セラピスト臨床実習

4.在宅医療に

関する地域住

民への普及啓

発

在宅医療講演会

健康教育講演ジョイント事業（コバンザメ活動）

有線テレビ「まげなネット」広報

自治会・老人会との意見交換会

親の介護を担う世代への啓発（地域事業所衛生委員会講演）

2.在宅医療従

事者の負担軽

減の支援

特別養護老人ホームでの看取り支援

看取り支援のための情報共有シート作成

情報交換会3.効率的な医

療提供のため

の多職種連携

在宅医療連携ガイドブックの作成

地域ケア会議の運営規程の作成

在宅医療利用者向けパンフレット（仮称））の作成

地域の休憩室「よりんさいや」の設置

ウェブ会議体験とシステム導入支援

本事業の普及啓発活動

介護者のための在宅救急対応マニュアルの作成

こころとからだの健康増進センターかわもと開設と相談応需

地域包括支援センターへの訪問「どがぁですか訪問」

目標値
実績状況

1.多職種連携

の課題解決策

在宅医療連携推進会議の創設と開催

部門別会議の創設と開催

アンケート調査の実施

活動計画（案） 活動計画

国とともに
社会を変えていく



2013年～
タスクシフティングへ 介護職員の喀痰吸引研修登録機関（県西部病院初）

開講2013年年10月15日 初年度11名修了

成長支援
タスクシェア・タスクシフトへ



2013年島根県慢性期医療協会設立

良質な慢性期・包括期
医療！



2014年～ 邑智郡口腔ケアサポーター制度

標準口腔内観察表

口腔・栄養・リハの
一体的取り組みへ
サブスペシャリティ

育成



2015年 
“日本医学看護学教育学会主催

テーマ チーム医療の現在と未来-スキルミクスとタスクシェアリング”

国際連携
初の外国人演者招聘

川本の力で歓迎



2015年 
“ここで行われている地域包括ケアはタイの先を行く最先端医療です”

タイ王国コンケン大学
Pattapong
Kessomboon, MD, PhD
Khon Kaen University 
(KKU) 訪問

「タイ王国の家庭医療・総合診療」
仁寿会訪問視察・講演

外国人への技術移転



摂食嚥下障害疑い

加藤病院
邑智病院

嚥下障害の診断・分類

食形態・体位等訓練指導又は専門医紹介

紹介元に情報提供 病院でリハビリ

保健活動

標準化
嚥下障害に
関する診療
情報提供書

標準化
診断リハビリ
情報提供書

在宅医療連携推進会議・食事栄養支援協議会による活動支援

標準化書式
作成→合意
済み稼働

邑智郡医師会 公立邑智病院
遠藤 健史 医長先生 作成 一部改変

2015年 邑智郡 県LEDO健診事後措置フロー策定

摂食嚥下障害患者のマネジメントに関する連携システム

口腔・栄養・リハの
一体的取り組みへ

連携は、とことん口から



2016年3月 
“食事栄養・摂食嚥下支援はひとの尊厳そのものに関わる重要なケアです”

山口県立リハビリテーションセンター リハビリテーション科 部長 村田先生 来訪
仁寿会NSTスワローズカンファレンス



内部相互支援戦略ICSS
-摂食嚥下チーム”スワローズ“の活動

嚥下調整食体験 嚥下障害体験

初期医師臨床研修・専門職学生連携地域医療実習嚥下造影検査食の試食

NSTカンファレンス

摂食嚥下に関する勉強会



2017年 摂食嚥下機能療法・ケアの地域標準化
Web会議システムを活用したe-ラーニング・Do‘s&Review
しまね型医療提供体制構築事業

やすらぎ荘
（特養）

江川荘
（養護）

仁寿会
リハスタッフ 仁寿会リハビリスタッフ

江川荘
（養護）

やすらぎ荘
（特養）

食事に関する
リハビリスキル

の標準化

食事に関連する
リハビリについて学びたい

摂食嚥下リハビリのうち
施設スタッフで行える

日常的なリハビリスキル
を提案



加藤病院NST スワローズの取り組み

摂食嚥下障害患者のマネジメントに関する連携システム



地域多職種摂食嚥下リアルタイムカンファレンス

歯科診療所

病院カンファレンス会場

◆ VF検査しながら4元中継

◆ VF・VE動画を共有

◆ 摂食嚥下・栄養 webカンファレン
ス実施

紹介元施設会場 スタッフ

VE動画

VF動画

検査室



「食べ方ハンドブック（一部抜粋）」でつながる治療



2016年7月
 “ここで暮らす人々の笑顔が、ケアの質を語ってるとわかります”

タイ王国
マヒドン大学医学部 5年生
地域医療実習

アジアの学び人
受け入れへ



2017年7月
 “ここ島根で働きたい”

中華人民共和国
寧夏医科大学5年生
地域医療実習



2018年7月 島根県訪問看護人材育成事業

‐訪問看護師を目指す新卒看護師研修支援モデル事業所

カンファレンスに飛び入り参加する
慶応義塾大学名誉教授

聖路加国際大学
池上直己教授

「訪問看護指示」を記載できる医師の育成も
重要ですね。

在宅医療人材早期
育成支援へ



医療・介護の課題ー人口減少の悪循環のイメージモデルから

www.chuo-u.ac.jp/usr/kairou/programs/2006/2006_06/

1727
（2010年4月）

医療関連専門職育成行政の取り組み・連携支援 医療介護連携推進

大田市立
病院

（社医）
仁寿会

（医）
恵和会

公立邑智
病院

2018年10月

地域連携へ



2019年
よりよくつながった専門職学生チームによる、糖尿病予防教室
ー東邦医；糖尿病とは 広島国際薬；薬物療法 島根県立看；日常生活での予防 広島国際・島根県立栄養；食事栄養での予防

ご質問は？
チームで

お答えいたします

おかげでよくわかっ
たわ、帰って家族

に教えます

連携医療のすごさ
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社会医療法人仁寿会

健康経営／働き方改革

2010年代のあゆみ



2011年
“職員のﾊﾟｰｿﾅﾙﾗｲﾌを理解してくれてる職場が子育てには重要ですね”

働き方改革へ
俳優
照英 氏 来訪
仁寿会訪問取材



2012年 
“女性は、学び、産み、育て、臨床そして研究を選び実践できる”
“どんなに医学が進歩しても人々の病気を恐れる気持ちはかわらない”

日本女性科学者の会会長
慶應義塾大学先端科学センター
大倉先生 来訪

順天堂大学名誉教授
前日本医史学会理事長
酒井シヅ先生 来訪

女性活躍から多様な
人材の社会参加へ



①仁寿会医療勤務環境改善マネジメントシステムガイドライン（以下「指針」）

本指針は、プロジェクトチームを中心に雇用の質向上のPDCAサイクルを回す規程

②7つの視点

・作業環境管理と改善

・作業管理と改善

・健康管理

・健康行動促進と支援

・成長活動と支援

・リスクアセスメント

・労働衛生等快適職場づくり研修

2015年
仁寿ヘルシーワークプレイスプロジェクト(JHWPP；通称ジェイホップ)
－2014年度 第一回しまねいきいき雇用賞受賞を契機に開始

• 計画実施• 実施評価

• 改善計画

作成

• さらなる

改善

A P

DC

JHWPP向上チーム健康経営挑戦へ



2016年
ノーリフトケア導入
-職員の「腰」を守るポリシーの伝達研修会

労災根絶へ
腰を守る



2016年
腰痛予防転倒予防対策研修会ー仁寿会ストレッチ導入

エイジフレンドリーへ



若者雇用促進総合サイトhttps://wakamono-koyou-sokushin.mhlw.go.jp/search/service/top.action

[1] 学卒求人※１など、若者対象の正社員の求人申込みまたは募集を行っていること※２
[2] 若者の採用や人材育成に積極的に取り組む企業であること
[3] 以下の要件をすべて満たしていること

・直近３事業年度の新卒者等※３の正社員として就職した者の離職率が20％以下※４
・「人材育成方針」と「教育訓練計画」を策定していること
・前事業年度の正社員の月平均所定外労働時間が20時間以下または週労働時間が60時間以上の正社員の割合が５％以下
・前事業年度の正社員の有給休暇の年平均取得率が70％以上または年平均取得日数が10日以上
・直近３事業年度において、男性労働者の育児休業等の取得者が１人以上または女性労働者の育児休業等の取得率が75％以上※５

[4] 以下の雇用情報項目について公表していること
・直近3事業年度の新卒者などの採用者数・離職者数、男女別採用者数、35歳未満の採用者数・離職者数、平均継続勤務年数
・研修内容、メンター制度の有無、自己啓発支援・キャリアコンサルティング制度・社内検定などの制度の有無とその内容
・前事業年度の月平均の所定外労働時間、有給休暇の平均取得日数、育児休業の取得対象者数・取得者数（男女別）、役員・管理職

の女性割合
[5] 過去に認定を取り消された場合、取り消しの日から起算して３年以上経過していること
[6] 過去に［7］から［12］までに掲げる基準を満たさなくなったため認定辞退を申し出て取り消した場合、取消しの日から３年以上経過している
こと※６
[7] 過去３年間に新規学卒者の採用内定取消しを行っていないこと
[8] 過去１年間に事業主都合による解雇または退職勧奨を行っていないこと
[9] 暴力団関係事業主でないこと
[10] 風俗営業等関係事業主でないこと
[11] 雇用関係助成金の不支給措置を受けていないこと
[12] 重大な労働関係法令違反を行っていないこと  

2016年 島根初 ユースエール認定取得
若者の採用・育成に積極的で、若者の雇用管理の状況などが優良な中小企業を『若者雇用促進法」に基づき
厚生労働大臣が認定する制度

認定メリット
（１）  ハローワーク等で重点的PRの実施

ハローワーク等の求人含めユースエール認定企業がHPで公表会社の魅力アピール
（２）  認定企業限定の就職面接会等への参加
（３）  自社の製品、広告などに認定マークの使用が可能
（４）  若者の採用・育成を支援する関係助成金を加算

キャリアアップ助成金やキャリア形成促進助成金の受給時に一定額の加算
（５）  日本政策金融公庫による低利融資
（６）  公共調達において加点評価

http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000169276.html

ワカモノ支援へ
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プラチナくるみん認定企業数/くるみん認定企業数/一般行動計画策定届提出数

2017年 島根初 プラチナくるみん認定認定取得
厚生労働大臣が認定した「子育てサポート企業」のうち、仕事と家庭の両立支援においてさらに高い水準の取り
組みを行う企業を税優遇等で支援する制度

165/2810/73436

計画提出率98.2% に対し、
計画達成(＝認定)率わずか0.2%

平成29年9月末現在、厚生労働省

日本の労働環境を変えることのできる組織

日本の労働環境
を変える
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2018年中国地方医療法人唯一健康経営優良法人認定
従業員の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に取り組む法人として社会的に評価される環境を整備

http://www.hkd.meti.go.jp/hokim/20171109/index.htm

健康経営初認定



法人総合防災訓練

ウィズコロナ時代の医療・介護経営
逆境下のリスク管理と増患・増収策の実践法

日経BP、p205-208、2020年12月号掲載

2018年社会医療法人仁寿会 タイムライン防災行動計画



昔は、町のだれもが三江線に乗って

「出かけて」いました 三江線廃線

2019年 加藤病院 三江線廃線記念壁画
武蔵野美術大学学生監修 川本保・小・中・島根中央高校生制作

三江線:三次駅と江津駅の両駅の頭文字を取って「三江線」と命名された鉄道
江の川に沿い、山陰と山陽を結んでいた

江津市
三次市

島根県

広島県
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社会医療法人仁寿会

2010年代のあゆみ

モバイルヘルスケア深化



成長戦略

20XX
ピッチ デッキ

モバイルヘルスケア
巡回診療ーへき地保健医療対策主要3事業のうちのひとつ

「第16回 医療計画の見直し等に関する検討会」（令和元年11月28日）資料３ へき地医療について［PDF形式：403KB］  川本町 田窪

巡回診療 医師派遣 代診医派遣 計

A 0 4 0 4

B 24 0 0 24

C 0 0 0

D 0 0 0

E 0 29 0 29

F 47 0 0 47

G 0 0 0

H 0 0 0

I 0 0 0

J 0 0 1 1

K 0 175 48 227

L 0 0 0

M 0 0 0

加藤病院 72 85 0 157

O 0 0 0

P 0 58 0 58

Q 0 45 0 45

R 0 0 0

S 216 0 40 256

T 0 0 0

U 0 0 0

V 43 0 242 285

W 0 387 0 387

厚生労働省2021年4月1日
へき地医療分析調査 島根県23指定病院

12回以上； 10/23
2事業以上；4/23

加藤病院 72 85 0 157

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000161127_00004.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000161127_00004.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000161127_00004.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000161127_00004.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000161127_00004.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000161127_00004.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000161127_00004.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000161127_00004.html
https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000571686.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000571686.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000571686.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000571686.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000571686.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000571686.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000571686.pdf


2015年
ヘルスプロモーションカー西日本第一号配備
/有償介護車両導入



訪問診療用 ポータブル組み立て式X線撮影装置
スウェーデン王国
ルンド大学教授
Ptarik Midlov 先生来訪

ポータブルX線撮影
装置組み立て

e health
講義

グループホーム
訪問

2016年 モバイルヘルスケア



2017年
病院救急救命士第一号 プレホスピタルケアチーム加入

現員救急救命士 計5名

医師の働き方
緊急的取り組みをせよ

仁寿会のこたえ



3R
Getting the Right patient to the Right place 

at the Right time
適切な評価を行った患者さんを

適切な場所へ
適切な時間内に搬送するとは？

805/12/2026

聴診 血圧測定 ワクチン接種問診票確認 問診 ご挨拶

救命士 ある日の訪問診療同行
携行資器材準備
経路確認
ブリーフィング
診療補助
(問診・バイタルサイン測定・聴診・触診・血管確保・服薬確認・残薬確認）

ワクチン接種補助
リスクアセスメント
検査スケジュール立案

モバイルヘルスケア
訪問診療ー機能強化型在宅療養支援病院 救命士の活躍



815/12/2026

居宅状況確認 問診/バイタル測定 トランスファー 車内収容 搬送病着

90歳女性、訪問診療患者
主訴；起立不能
現症；転倒後、明らかな打撲はなく、自分で椅
子に座ったら立ち上がれなくなった。
①救急救命管理出動
②Ｄto P with Paramedic型オンライン診療
③病院搬送

病院救命士による
救急救命管理出動システム



社会医療法人仁寿会病院救命士”包括的アプローチ“の連鎖”

訪問診療

同行

緊急電話

対応

救急救命管理

出場

病院搬送

ACP推進

支援

救命講習

MSSUC活動



巡回保健指導

訪問栄養指導

ヘルスプロ
モーション
カーで巡回 食べること、飲

み込むことにつ
いての質問

身体計測を行
い栄養状態を
チェック

お家に伺い、
実際に調理しな
がら栄養指導

モバイルヘルスケア
生活の場でこそ
地域包括ケア

訪問保健師
訪問管理栄養士



社会医療法人仁寿会
初期医師臨床研修プログラム

東邦大学医学部/島根大学医学部
地域医療臨床実習

-職場巡視・製造工場・食用牛舎

産業保健・学校保健
の現場へ
モバイルヘルスケア

ー働く場・学ぶ場での産業学校保健
予防活動

牛舎でPM2.5測定/

COVID19ワクチン職域接種/

製造工場職場巡視



生活の場へ出かけて食事栄養支援

フレイル・サル
コぺニア予防

地区サロン出前講座

企業災害備蓄
食品の準備

通いの場創出



教育・研究・プロジェクトを通じた関係人口づくりで地域医療創生へ

愛知県 ㈱太田油脂
えごまの機能性 検証

㈱ダイハツ工業
らくピタ送迎
経済産業省令和７年度「産
福共創モデル創出事業」

㈱旭養鶏
島根大学医学部
えごま玉子共同開発

㈱マルハニチロHD
現UMIOS
島根大学医学部
リサーラソーセージ
機能性検証

㈱不二製油HD
島根大学医学部
オボエトクDHA牛乳
機能性検証

㈱ユキグニファクトリー島根
大学医学部
まいたけ機能性検証

㈱MONET
NTT地域Coデザイン研究所
医療MaaS社会実装

平成20年9月3日 山陰中央新報

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/kankeijinkou.html

島根県
ブランド
推進



島根県川本町から世界へ発信したい

Hawaii Lisbon Washington

Firenze

StockholmLas Vegas

地域の人々と
出かけている

以上負けるわけに
はいきませぬ。



社会医療法人仁寿会史

2020
全職員
iPhone
貸与

2022
外国人材

2021
ﾒﾃﾞｨｶﾙｽﾀｯﾌ
ｽｷﾙｱｯﾌﾟ
ｾﾝﾀｰ

2024
医療MaaS

2018
健康経営
ホワイト

500



2020年 全職員 貸与

どこでも
ZOOM

グループウェ
アパッケージ
電子会議室
BCPportal

健康支援

外国人
対話支援

携帯型
エコーアプリ

音声入力
支援

マニュアル作
成共有研修

災害情報
共有安全

医療DXへ



2021年
社会医療法人仁寿会メディカルスタッフスキルアップセンター開設

目 標：すべての医療・介護人の皆さんが、島根の田舎町でもできる生涯学習のお手伝い
センター長：石橋豊 (前島根大学医学部総合医療学講座教授)
協 力：島根大学医学部クリニカルスキルアップセンター

教えやいこスピリッツ



2021年

おかん導入 オフィス型健康社食で健康に！？



2021年
特定監理団体

国際医療連携協同組合設立

2022年
外国人技能実習生受け入れ開始

島根県外国人留学生奨学金等

支給支援事業 受託開始

2023年
特定技能者受け入れ開始

外国人材の活躍へ



かわもとあそラボ
大村さん

法隆寺
岩 住職さん

たすけあい川本
伊藤さん

ZOOM
病院マーケティングサミットジャパン 竹田理事長さん

島根中央高校立石校長さん
島根県立大学横山講師さん

川本町 高砂課長さん

2023年12月8日
だからこそ川本まちづくり病院づくりミーティング



2024年
Activity Based Work＆リフレッシュスペースDAN＆霧音の庭



島根県大田圏域

（社会医療法人仁寿会）
神奈川県川崎市

（株式会社 アイシン）

大阪府堺市南区

（株式会社 AMANE）

福岡県福岡エリア

（株式会社 日立製作所）

沖縄県久米島町

（有限責任監査法人 トーマツ）

静岡県焼津市

（合同会社 うさぎ企画）

スマートモビリティチャレンジ2024

自動運転レベル4等先進モビリティサービス研究開発・社会実装プロジェクト

「地域医療MaaSを活用した、医師・看護師の代替者によるオンライン診療
（DtoPwithX）の有用性等に関する実証」

2024・2025年

スマートモビリティチャレンジ
ー先進パイロット地域（経産省事業）・医療系唯一選定

移動困難・医療アクセスの確保
地域課題解決へ



（４）実施体制の整備

地域創生Co

デザイン研究所

NTT西日本

島根支店
MONET

島根大学 島根県立大学

自治体
大田市 川本町 美郷町

社会医療法人仁寿会
幹事

コンソーシアム

連携・支援

「スマートモビリティ」チャレンジ実施体制



「スマートモビリティ」：ｽﾑｰｽﾞで快適な移動の実現を目的とした、交通ｻｰﾋﾞｽや事業ﾓﾃﾞﾙ
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2025年 経産省スマートモビリティチャレンジ2025

• 複数医療機関で医療MaaS車両を共同利用、運行管理業務を地域事業者が行う。ビジネスモデル確立検証と他
地域への展開容易化に向け、運行管理業務のマニュアル・フロー等を整備

• 小型医療MaaS車両と大型(ハイエース型)車両を用意し、それぞれに適した用途(診療対象者や配車可能エリア
等）を明確化し、医療MaaS車両の市場拡大につなげる



社会医療法人仁寿会史

2026
健康経営
新病院
完成

BSC策定

2025
産福共創
モデル
創出事業



2025年 経産省産福共創モデル創出事業

労働力不足という
地域課題解決へ



2026年 健康経営優良法人 認定



社会を元気に！

私たちは健康を維持増進させることによりより
よく学べる。よりよく学べばより成長することがで
きる。より成長すれば、専門職としてよりよくつな
がることができる。よりよくつながれば質の高い専
門職連携医療介護を提供できる。それにより
患者利用者の生活の質は向上し、誰もが満
足する。私たち仁寿会職員もさらに健康になる。
仁寿会はこの好循環を継続できるよう職員の
健康・成長・つながりを支援する。これにより、
ミッションである健康長寿は実現し、ひいてはビ
ジョンである「地域の人々を最もよく知り、その
善き人生に貢献することで地域社会を変えて
いく」が達成されていく社会になる。

＜健康経営の目的＞

健康経営の目的、
自らの元気から社会の元気へ



20XX 103

健康支援 成長支援 つながる支援
三位一体の職員支援

健康

成長

より良くつな
がる

患者
生活質
向上

皆さん
職員

満足

満足度
向上支援

不快回避
衛生支援

連携推進
支援

学習支援

川本町 長江寺

健康経営推進方針

私たち仁寿会は、職員が、健康→成長→つな
がり→質の高いサービス提供→利用者満足・職
員満足→健康 の好循環を継続できるよう、健
康支援、成長支援、つながる支援を行う。



経営理念

心・技・体・責任

健康経営推進方針

健康支援・成長支援・

つながる支援

組織体制

労働衛生委員会

統括労働安全衛生責任者・理事 田中修

衛生管理者〔保健師〕・委員〔労働者〕・産業医〔医師〕

法令遵守・リスクマネジメント

仁寿会版医療勤務環境改善マネジメントシステムガイドラインに基づき行う

仁寿会行動指針に基づき行う

制度施策実行

仁寿会ウェイ

ワークライフインテグレーション

トリプルDO /テイクイニシアチブ

評価・改善

PDCAサイクル

労働安全衛生システム

＜健康経営推進体制＞
健康

成長

より良く
つなが

る

患者
生活質
向上

皆さん
職員

満足



•労働安全衛生マネジメントシステム導入

労働安全衛生管理体制

•ノーリフティング

作業管理

•暑さ指数計の設置

作業環境管理

•仁寿会ストレッチ継続

•骨盤体操

•歩数コンテスト主催

健康管理

•島根労働局による全体研修〔労災防止）実施

•ヘルスリテラシー向上

労働安全衛生教育

健康課題
✓ 作業関連疾患
✓ 労働災害（転倒災害・感染症・腰痛症）

健康投資 健康投資施策の取組

み状況に関する指標

従業員等の意識・行

動変容に関する指標

健康関連の最終的

な目標指標

マニュアル完成

データ共有

設置／計画率

実施回数/複数実施

実施回数

マニュアル稼働

PPS/WOS

設置／計画率

実施回数/複数実
施

参加率

労働災害件数

労働災害件数/
作業関連疾患によ

る休業件数

労働災害件数

労働災害件数

健康経営浸透状況 方針実現体制環境 サポート組織的支援

健康風土醸成

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
集
団
分
析
で
総
合
健
康
リ

ス
ク
が
全
国
平
均
を
5

ポ
イ
ン
ト
下
回
る

KGI
健康

経営目標

推進

方針

ミッ

ション

職
員
が
求
め
る
人
生
を
充
実
さ
せ

る
礎
を
築
け
る
；

労
働
災
害
ゼ

ロ 私
た
ち
仁
寿
会
は
、
職
員
が
、
「
健
康→

成
長→

つ
な
が
り→

質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス→

全
員
満
足→

さ
ら
な
る
健
康
の
好
循
環
」
を
継
続

で
き
る
よ
う
、
健
康
支
援
、
成
長
支
援
、
つ
な
が
る
支
援
を
行
う
。

健
康
長
寿
の
実
現

健康経営戦略マップ 2024 目標達成年度 2028健康投資効果

労働災害件数/
作業関連疾患によ

る休業件数



2024年度健康経営関連指標

作業管理

✓ 所定時間外労働時間  3時間（一人あたり月平均 ）

✓ 有給休暇取得率  78.4％

健康管理

✓ 定期健診受診率  100％

✓ 定期健診後精密検査受診率 73.8％

✓ ストレスチェック受診率 98.7％

労働災害

✓ 度数率 2.5（件/100万延べ実労働時間）

✓ 強度率 0.035（日/100万延べ実労働時間）



BSC
（バランスト・スコアカード）
― 法人戦略を「見える化」し、行動
につなげるマネジメント手法 ―

四つの視点で事業を俯瞰し、その
因果連鎖をつなげていく。

学習・成長：人と組織が成長する 

→業務ﾌﾟﾛｾｽ： 業務の質と効率が
良くなる

→顧客満足： 顧客の満足度が上
がる 

→ 財務：組織の財務が好循環、
安定する。

人材・組織・文化を育てる

学習
成長
視点

質・効率向上のため改善を続ける

業務
ﾌﾟﾛｾｽ
視点

満足・価値・信頼を得る

顧客
満足
視点

利益・安定・持続性を担保する

財務
視点

成長して
いるか

やり方は
最適か

選ばれて
いるか

持続
可能か

事業の進む方向を明示し、
その進み具合を、

みんなで目線を合わせて
バランスよく見るための

「地図」

2026年 仁寿会ヘルスケアBSC 2040 策定



人財の定着と成長

私たちの意識改革

職場の活性化

働きがいのある
職場

戦略
テーマ

職員にとって
魅力ある仁寿会を作る

地域医療・介護・保健の継続支援
新しい在宅医療・介護・保健

の仕組みを創る
行政とともに

ヘルスケアユートピアを創る

戦略
結果

方針が浸透し、
職員は前向きな提案を行い

それを実現できる

希望する住民が
継続してこれまでのサービスを

受けることができる

オンライン診療・AIの発展とともに
居ながらにして様々な医療・介護・

保健を受けることが出来る

健康で安心して
最期まで暮らせる町となる

中山間地・僻地医療・介
護・保健への貢献

地域の医療・介護・保
健体制の把握

自院の医療・介護・保
健提供体制の強化

住民は安心
して医療・介
護・保健を受

けれる

地域医療・介護・保
健への貢献

新しいDX・テクノロ
ジーを学ぶ

新しい在宅医療・介護
・保健の仕組みづくり

安心して暮らせる

町の活性化

関係者を巻き込んだ
土壌づくり

様々な関係者を巻
き込んだ町づくり

安心して暮らせる

地域の医療
介護事業所
が安心して
任せれる

2026 -2035 -2040 -2040
F

視点

C

視点

P

視点

L&G
視点

ミッション：健康長寿の実現
ビジョン：地域の人々を最も良く知り、その善き人生に貢献することで地域社会を変えていく
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社会医療法人仁寿会施設群
移転新築プロジェクト

-6次川本町総合計画重点分野横断プロジェクト

2026年05月1日

グランドオープン



移転新築理由

１）強靭化(耐震化)；病院本館（道路側3階建て）が築50年を
超え現行の耐震基準に適合していないことが明らかになった

２）レジリエンス強化(水害回避)；水害時、仮に堤防が決壊し
た場合には、現施設が浸水想定区域内にある

３）省人力・自動化；全国的な給食職員の深刻な人材不足があ
ることから省人化可能な最新の給食設備が必要であること

110

尊厳の保持深化、質と効率の向上は必須
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仁寿会が町との連携を一層強化
するための拠点整備

町の産業と位置づける
「医療介護福祉サービス」

産業振興、子育て、教育との連携による
医療介護福祉サービスの強化

重点・分野横断プロジェクト



5つの拠点をつくる

112

１．在宅医療介護連携・モバイルヘルスケア拠点;
医療・介護DXの推進により、住まいや生活の場へサービスを届ける拠点

２．地域コミュニケーション ソーシャルヘルスケア拠点;
日常的なコミュニケーションの中核として健康長寿・労働長寿を満喫できる拠点

３.医療福祉サービス改革プラン実現拠点；
ACTIVITY BASED WORK スタイルで快適に働ける拠点

４.災害時事業継続・地域支援拠点;
レジリエンスを高め、あらゆる災害等困難をしなやかに乗り越えることのできる拠点

５.リーンヘルスケア実現拠点;
無駄をなくし効率性、品質、安全性を向上させ、患者利用者中心のサービスを提供する拠点



悠邑ふるさと会館との
連絡エリアの予定

福祉避難所
機能

耐震機能
強化

断水・排水
対策



ガス・電気
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ
空調

全室個室
感染症
ﾊﾟﾝﾃﾞﾐｯｸ
対応



クラウドファンディング
ご理解を賜り誠にありがとうございました。
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2025年
県立島根中央高校総合型探求学習で病院づくり
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仁寿会ビジョン

「地域の人々を最もよく知り、
その善き人生に貢献することで
地域社会を変えていく」

川本町 東大橋

「何人にも遺し得る最大遺物―それは高尚なる生涯である」

私に50年の命をくれた

この美しい地球、

この美しい国、

この楽しい社会、

このわれわれを育ててくれた山、河、

これらに私が何も遺さずには死んでしまいたくない。

後世への最大の遺物 内村鑑三、1925



川本町 丸山城跡 夜明けの雲海 いつかは馬で往診

ー健康経営、働き方改革、ﾓﾊﾞｲﾙﾍﾙｽｹｱそしてアナログﾓﾋﾞﾘﾃｨで地域包括ｹｱの未来を拓きたい



ケースレポート 地域医療構想と病院［36］
社会医療法人仁寿会 加藤病院
－過疎が進む中山間地域の民間医療

介護複合体が切り開く総合的ケア提供体制の新機軸
松田 晋哉

過疎地域におけるケアミックス戦略
加藤 節司

大学とともに歩む医療人育成の道
――地域医療の現場から
石橋 豊

川本町 丸山城跡 雲海カフェイベント
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万事、
馬九（うまく）いきますように

社会医療法人仁寿会 加藤節司


	スライド 1
	スライド 2: 市場の比較
	スライド 3: 会社概要
	スライド 4: 優ジロウ 全国 ホワイト企業 ランキングTOP100 2023年2月版
	スライド 5: うま年 島根　 日本最古　鷲原八幡宮流鏑馬場 流鏑馬神事  令和7年度奉行丸山島根県知事
	スライド 6: 社会医療法人仁寿会史
	スライド 7: 1932 川本病院開設
	スライド 8: 1937 日中戦争 軍医加藤忠造、 野戦病院へ出征
	スライド 9: 1965 医療法人　仁寿会設立改組
	スライド 10: 1972 浸水被害 47豪雨 大水害 
	スライド 11: AUPHA　 
	スライド 12: 社会医療法人仁寿会史
	スライド 13: 1995年 -経営危機、融資から芽生えるホーソン効果 再起にかける職員の心の支え；町/町民の皆様の支援
	スライド 14: 2000年
	スライド 15: 2004年
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18: DHAで認知症は予防できるのか？ -DHA強化食品(リサーラ™：現UMIOS)によるヒト介入試験
	スライド 19: DHAは認知機能の改善に寄与できる、しかも栄養状態が良ければより良い
	スライド 20: オメガ3、川本には「 『畑の青魚』ことエゴマ(えごま)」がある ー他の食用油とは全く異なるオメガ3優位の脂肪酸組成
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24: 「えごま玉子」
	スライド 25: Beneficial Effects of Daily Supplementation of Perilla Leaf Powder Dried by Microwave under Reduced Pressure in Healthy Japanese People
	スライド 26
	スライド 27: 2016年　 「栄養と有酸素運動による認知症予防・改善効果の検討-ヒト介入試験」
	スライド 28: 2016年　 生活習慣、特に食事栄養と運動との併用による認知症予防・改善効果 や認知症介護従事者の介護負担軽減効果はあるのか？
	スライド 29
	スライド 30: 2018年　 エゴマ油摂取は、 平均年齢48歳の 勤労者76名の メンタルヘルスに好影響を 与えることができるか？  愛知県　（株）太田油脂 日本最大のえごま油生産量 
	スライド 31: 2019年　 エゴマ油摂取は、 平均年齢71歳、 健常高齢者75名の メンタルヘルスに好影響を 与えることができるか？  愛知県　（株）太田油脂 日本最大のえごま油生産量 
	スライド 32: 最終製品を用いた臨床試験結果 ＝科学的根拠～
	スライド 33
	スライド 34: 社会医療法人仁寿会史
	スライド 35: 2005年ー病院機能評価認定取得
	スライド 36: 2006年ー民の力
	スライド 37: 2007年　 日本版WWAMI　；島根大学チームとして　ハワイ大学研修参加 ーGraduates will maintain their personal health and well-being.
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41: 社会医療法人仁寿会史
	スライド 42
	スライド 43: 2011年ー山陰初の社会医療法人（僻地医療分野）
	スライド 44: 専門職連携医療／教育
	スライド 45
	スライド 46: 2012年　国の在宅医療連携拠点県内唯一指定ー「連携は口から」
	スライド 47
	スライド 48: 2013年島根県慢性期医療協会設立
	スライド 49: 2014年～　邑智郡口腔ケアサポーター制度　
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52: 2015年　邑智郡　県LEDO健診事後措置フロー策定
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55:  2017年　摂食嚥下機能療法・ケアの地域標準化
	スライド 56: 加藤病院NST　スワローズの取り組み
	スライド 57:  地域多職種摂食嚥下リアルタイムカンファレンス
	スライド 58
	スライド 59
	スライド 60
	スライド 61:  2018年7月　島根県訪問看護人材育成事業 ‐訪問看護師を目指す新卒看護師研修支援モデル事業所
	スライド 62: 医療・介護の課題ー人口減少の悪循環のイメージモデルから
	スライド 63
	スライド 64: 健康経営／働き方改革
	スライド 65
	スライド 66
	スライド 67: 2015年　 仁寿ヘルシーワークプレイスプロジェクト(JHWPP；通称ジェイホップ) －2014年度　第一回しまねいきいき雇用賞受賞を契機に開始　
	スライド 68: 2016年 ノーリフトケア導入 -職員の「腰」を守るポリシーの伝達研修会
	スライド 69
	スライド 70: 2016年　島根初　ユースエール認定取得 若者の採用・育成に積極的で、若者の雇用管理の状況などが優良な中小企業を『若者雇用促進法」に基づき厚生労働大臣が認定する制度　
	スライド 71
	スライド 72
	スライド 73
	スライド 74
	スライド 75
	スライド 76: 成長戦略
	スライド 77
	スライド 78
	スライド 79
	スライド 80: バランス スコアカード スライド 7
	スライド 81: バランス スコアカード スライド 7
	スライド 82: 社会医療法人仁寿会病院救命士”包括的アプローチ“の連鎖”
	スライド 83
	スライド 84
	スライド 85: 生活の場へ出かけて食事栄養支援
	スライド 86
	スライド 87: 島根県川本町から世界へ発信したい
	スライド 88: 社会医療法人仁寿会史
	スライド 89: 2020年　全職員　　　　　貸与
	スライド 90: 2021年　 社会医療法人仁寿会メディカルスタッフスキルアップセンター開設
	スライド 91
	スライド 92
	スライド 93
	スライド 94
	スライド 95: 2024・2025年　 スマートモビリティチャレンジ ー先進パイロット地域（経産省事業）・医療系唯一選定 
	スライド 96
	スライド 97
	スライド 98: 2025年　経産省スマートモビリティチャレンジ2025
	スライド 99: 社会医療法人仁寿会史
	スライド 100
	スライド 101
	スライド 102
	スライド 103: 健康支援　成長支援　つながる支援　 三位一体の職員支援
	スライド 104
	スライド 105
	スライド 106: 2024年度健康経営関連指標
	スライド 107
	スライド 108
	スライド 109: 　社会医療法人仁寿会施設群 移転新築プロジェクト -6次川本町総合計画重点分野横断プロジェクト
	スライド 110: 移転新築理由
	スライド 111: 川本町
	スライド 112: 5つの拠点をつくる
	スライド 113
	スライド 114
	スライド 115: クラウドファンディング ご理解を賜り誠にありがとうございました。
	スライド 116
	スライド 117
	スライド 118
	スライド 119
	スライド 120: 万事、 馬九（うまく）いきますように

